
	
	受付日　
	     　　　   　
	受付番号
	　　　　　　　　
	承認番号
	　　　　　　　　


                                                  　　　　　　　 (事務局記入欄)
学校心理士資格更新手続き細則Ａ該当研修会　単位認定申請書
学校心理士認定運営機構
認定委員会委員長　殿
申請年月日:　  　年　　月　　日
貴認定委員会の「学校心理士資格更新手続き細則」に基づき、私どもの開催する下記の研修会の参加者及び講師に対し、学校心理士資格更新のための単位を認定くださるよう、研修会開催要項（案）及び受講証明書の書式（案）、講師略歴を添えて申請いたします。


	(1) 申請団体および　代表者名
	

	(2) 申請団体の　　連絡先
	〒

TEL： 

FAX： 

E-mail: 

	(3) 所属ブロック
	

	(4) 研修会の名称
	

	(5) 開催日・時間
	年　月　日（　）　　　：　　～　　：

	(6) 開催場所
	

	(7) 主な内容
	

	(8) 参加予定者数
	（　　　名）

	(9) 参加費用
	無料       　    有料（　　　　円 ）

	(10) 研修会に関する問合せ先
	*ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等に掲載する場合があります。不都合な箇所は明記願います。
TEL： 

FAX： 

E-mail: 

	(11) 備考
	


(12) 講師名・学校心理士登録番号・所属・担当コマ数
　　＊講師ポイントを申請する場合のみ、注意事項１(次ページ)を参照の上、ご記入ください。
	講師名
	学校心理士登録番号
	所属
	担当コマ数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


(13) 研修会補助費
	（　　　円）　希望
	


· 所属ブロック内各支部の了解済みの場合、右の太枠内に「済」とご記入ください。　

学校心理士資格更新手続き細則Ａ該当研修会単位認定申請における
注　意　事　項
  学校心理士研修会の単位認定を申請する際には、別紙「学校心理士資格更新手続き細則Ａ該当研修会単位認定申請書」に必要事項をご記入の上、学校心理士認定運営機構認定委員会までお送りください。なお、申請書の作成および送付については、下記の事項にご注意いただくとともに、学校心理士資格更新手続き細則を必ずお読みくださるようにお願いいたします。（http://www.gakkoushinrishi.jp/kenshukai/からアクセスしてください）
１．申請の際には研修会の開催要項（案）および受講証明書の書式（案）、講師略歴をお送りください。
　　開催要項の印刷・配布は、認定委員会による単位認定の承認後に行ってください。
２．受講証明書（案）には、以下の書式で承認番号を明記していただくようお願いいたします。

　　承認番号が記載されていない場合は、受講者の資格更新がなされない場合がありますので、ご注意ください。ご協力をお願いいたします。

　　承認番号Ａ－○○－○○
３．認定委員会は約２カ月に１回の開催となります。開催予定日時に間に合うよう、余裕を　　もって申請してください。

４．「学校心理士資格更新手続き細則」のＡポイントが認められる「３　日本学校心理士会地方ブロックが主催する研修会」とは、地方ブロックに所属する支部がそのブロックに所属する他のすべての支部の合意を得て実施する研修会という意味です。そのため、実質的な運営は支部でもよろしいです。なお、日本学校心理士会が一つのブロックに対して支出する補助金とは関係なく、補助金を請求しなければ、年に何回でも開催できます。
学校心理士認定運営機構
認定委員会
                        　　【申請書等の宛先，問合せ先】
　 　　　　　　　　　　　　　〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-2　東真ビル6Ｆ
　　　　　　　　　　　 　　　学校心理士認定運営機構　事務局
　　　　　　　　　　　　　　（TEL 03-3818-1554　E-mail: jimukyoku@gakkoushinrishi.jp）

Ａ該当研修会開催要項

１．ブロックごとの研修会となりますので、ご申請いただく場合には、所属しているブロック所属の各支部に申請の確認をとってください。

２．ブロックごとに１年に１０万円の補助金が、日本学校心理士会から交付されます。
　　１０万円以内であれば、１年に何度かに分けて申請することが可能です。
    ブロック内の各支部に了解を取った上で、金額をご申請ください。
　　開催後は、「研修会補助費使用報告書」（次ページ書式）をご提出ください。

３．研修会申請の際には、添付の「学校心理士資格更新手続き細則A該当研修会単位認定申請における注意事項」をお読みいただき、研修会申請用紙に必要事項を記入の上ご申請ください。なお、更新表Ａ該当研修会の申請には「講師略歴」（自由書式）が必要書類となります。

４．Ａ該当研修会の『受講証明』は、以下のように作成し、受講者に配布してください。押印欄には、主催支部にて押印してください。
①「受講証明書」には、以下の書式で承認番号を明記してください。
　　承認番号Ａ－○○－○○
②参加者には、「受講証明」部分を「研修会参加記録」カードに貼付していただ
　くよう、案内してください。

	日付

研修会名

場所

承認番号Ａ－○○－○○

	１Ｐ


	（支部印）


５．日本学校心理士会では、研修会補助費の交付を受けた研修会につきましてニューズレターへの研修会報告記事のご執筆をお願いしております。

原稿は下記要項でお願いいたします。

原稿締切日
： 研修会開催後発行予定のNLの原稿締切日

                        （追ってご連絡いたします）

送付形式　　　：　事務局宛てのメールへのファイル添付

ファイル形式　：　ワードまたは一太郎

語調　　　　　：　「～です。～ます。」調

字数制限　　　：　１，０００文字以内

年　　月　　日

（西暦表示）
日本学校心理士会

常任幹事会　御中

支部　　　

支部長 

　　　印

研修会補助費使用報告書

標記の件、下記のように使用しましたので報告いたします。

記

１．承認番号
：　A-

２．主　　催
：　日本学校心理士会
○○　ブロック

３．企画支部
：　日本学校心理士会
○○　支部

４．開催日時
：　　　　年　　　月　　　日　　
～

　（西暦表示）

５．開催場所
：　

６．研修会名
： 

　（内　容）　　　

７．受領日
：　　　　年　　　月　　　日

　（西暦表示）

８．金　額
：　　　　　　　　　　　　円

以　上

㊞


















